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パ
ソ
コ
ン
教
室

【
基
本
コ
ー
ス
】

●
と
き
／
１
月
12
日
㈪
～
３
月
２
日
㈪

の
毎
週
月
曜
日
、９
時
30
分
～
12
時

●
内
容
／
ワ
ー
ド
２
０
０
０
・
２
０
０
７

の
基
本
操
作
、文
書
作
成
、装
飾
等

●
参
加
費
／
１
，４
０
０
円（
資
料
代
込
）

●
募
集
人
数
／
16
人（
抽
選
）

【
応
用
コ
ー
ス
】

●
と
き
／
１
月
16
日
㈮
～
６
か
月
間
の

隔
週
金
曜
日
、９
時
30
分
～
12
時

●
内
容
／
ワ
ー
ド
２
０
０
０
・
２
０
０
７

を
使
い
こ
な
す

●
参
加
費
／
４
，０
０
０
円
程
度

●
募
集
人
数
／
10
人（
抽
選
）

【
共
通
】

●
と
こ
ろ
／
さ
ん
ぴ
ー
の
出
雲

●
講
師
／
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
い
ず
も

※
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
期
限
／
12
月
10
日
㈬

●
申
し
込
み
・
お
た
ず
ね
／
出
雲
市
総
合
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
☎
㉑
５
４
０
０
）

調
理
師
の
就
業
届
け

●
調
理
師
免
許
を
持
ち
調
理
業
務
に
従

事
し
て
い
る
方
は
、12
月
31
日
㈬
現
在

の
状
況
に
つ
い
て
、平
成
21
年
1
月
15

日
㈭
ま
で
に
出
雲
保
健
所
へ
届
け
出
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
届
出
用
紙
は
、出
雲
保
健
所
、市
役

所
食
育
推
進
室
、県
調
理
師
会
各
支

部
に
あ
り
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
県
健
康
推
進
課（
☎
０

８
５
２
㉒
５
３
２
８
）

「
韓
国
青
年
訪
日
研
修
団
」

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
／
１
月
10
日
㈯

～
12
日
㈪
・
㈷（
２
泊
３
日
）

●
１
家
庭
の
受
入
数
／
１
～
２
人

●
募
集
家
庭
数
／
28
家
庭

●
申
込
期
限
／
12
月
５
日
㈮

●
申
し
込
み
・
お
た
ず
ね
／
県
文
化
国
際

課（
☎
０
８
５
２
㉒
６
４
５
９
）

Ｂ
＆
Ｇ「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」
参
加
者

●
と
き
／
３
月
26
日
㈭
～
31
日
㈫

●
と
こ
ろ
／
東
京
都
小
笠
原
村

●
対
象
者
／
小
学
４
年
～
中
学
３
年

●
内
容
／
友
情
を
育
み
、ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

な
ど
の
社
会
性
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、海

や
船
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
。

●
参
加
料
／
８
０
，０
０
０
円

●
申
込
期
限
／
１
月
15
日
㈭

●
申
し
込
み
・
お
た
ず
ね
／
平
田
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー（
☎
�
５
６
０
０
）

平
成
21
年
度
島
根
県
育
英
会

大
阪
学
生
会
館
入
寮
生

●
応
募
資
格
／
大
学
・
短
大
・
大
学
院
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
に
在
学

ま
た
は
進
学
予
定
の
県
出
身
者
。た

だ
し
、大
学
な
ど
の
通
信
制
お
よ
び

夜
間
部
は
除
く

●
所
在
地
／
大
阪
府
吹
田
市
千
里
丘
中

●
寮
費
／
朝
・
夕
食
込
み
月
額
６
万
円

●
申
込
期
限
／
３
月
31
日
㈫

●
申
し
込
み
・
お
た
ず
ね
／
㈶
島
根
県
育

英
会（
☎
０
８
５
２
㉘
１
９
８
１
）

消
費
者
金
融
等
被
害
特
別
相
談

●
と
き
／
12
月
14
日
㈰
９
時
～
16
時

●
と
こ
ろ
／
島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
松
江
市
・
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね
）

●
内
容
／
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
県
警
本

部
職
員
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
の
相

談（
無
料
）

※
面
接
は
予
約
が
必
要
で
す
。

●
相
談
電
話
／
☎
０
８
５
２
㉜
５
９
１
６

●
予
約
の
受
付
・
お
た
ず
ね
／
島
根
県

消
費
者
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
５
２
㉒

５
１
０
３
）

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

●
と
き
／
12
月
18
日
㈭

●
と
こ
ろ
／
県
立
中
央
病
院

●
対
象
／
将
来
就
職
を
希
望
す
る
看
護

職
員
な
ど

●
内
容
／
求
人
・
求
職
相
談
・
看
護
情
報

の
提
供
な
ど

●
お
た
ず
ね
／
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー（
☎

０
８
５
２
㉗
８
５
１
０
）

休日・夜間診療のお知らせ
　休日や、平日の夜間にかかりつけ医が留守、または近くに医師
がいないときは、下記をご利用ください。

休　日

平　日

夜　間

●出雲休日診療所　塩冶善行町
　TEL ２２－５５４３
　診 療 日／日曜、祝日
　診 療 科／内科、小児科
　受付時間／9時～11時、13時30分～16時

●出雲休日診療所　塩冶善行町
　TEL ２２－５５４３
　診 療 日／月・火・木・金曜
　診 療 科／小児科
　受付時間／19時30分～21時30分
●在宅当番医（下表のとおり）
　診療時間／18時～23時

※当番医は変更になることがあります。当日の当番医は、市役所本庁および各
支所の宿直（電話番号は13ページ参照）または消防本部（☎21-2119）へおた
ずねください。市ホームページでもお知らせしています。

11月28日㈮

11月29日㈯

12月  1日㈪

12月  2日㈫

12月  4日㈭

12月  5日㈮

12月  6日㈯

12月  8日㈪

12月  9日㈫

12月11日㈭

21-6622

43-2001

22-7111

21-5520

48-0210

68-0052

53-2116

21-7111

30-7888

48-0666

21-5230

28-0117

62-4311

21-0067

塩冶有原町

湖陵町大池

荻 杼 町

今市町北本町

所 原 町

三 津 町

大社町杵築南

塩 冶 町

大 津 町

上 島 町

今 市 町

西 園 町

平 田 町

今市町北本町

瀬 島 医 院

児 玉 医 院

北 陽 ク リ ニ ッ ク

加 藤 医 院

須 谷 医 院

山 岡 医 院

中 島 医 院

後 藤 内 科 医 院

江田クリニック産婦人科

嘉 村 医 院

小 林 病 院

秦 医 院

さとうクリニック

堀江内科呼吸器科医院

日　程 医 療 機 関 名 電話番号 住　所

12月  3日㈬

12月10日㈬

相
談

第32回年忘れ出雲市民余芸大会
平成20年度社会福祉チャリティー

し尿汲み取りについて
●年末はし尿汲み取りが集中します。
　年内に汲み取りを希望されるご家庭は、お早め
　に担当業者へご連絡ください。
●おたずね／
　出雲環境センター（☎２８－０１１１）

◆と　き／１２月２１日（日）
　　　　　１３時開演
◆ところ／出雲市民会館
◆入場券（全席自由）／
　○前売１，５００円
　○当日１，７００円
◆販売場所／福祉推進課、各支所福祉担当課、
　　　　　　山陰中央新報社出雲総局、
　　　　　　社会福祉協議会（支所含む）
◆おたずね／福祉推進課（☎２１－６６９４）

チケット販売中

多伎文化伝習館

平田スポーツ公園

出雲市平田Ｂ＆Ｇ海洋センター

平田体育館

宍道湖公園湖遊館

平田愛宕山野球場

平田愛宕山プール

出雲市立木綿街道交流館

宍道湖市民農園

１

２

３

４

５

６

７

８

9

芸術文化振興課

施設の名称 担当課 電話番号NO.

スポーツ振興課

観光交流推進課

２１－６５１４

２１－６７８６

２１－６５８８

農林政策課 ２１－６５８２

◆管理期間／
　平成21年4月1日から平成26年3月31日
◆主な応募資格／
　・団体であること（法人格の有無は問わない）
　・市内に営業所・事務所などを置いていること
　・市の指名停止を受けていないこと
　・市税の滞納がないこと  など
◆申請後の流れ（予定）／
　平成21年2月：指定管理者の候補者を決定
　　　　　3月：議会の議決を経て指定管理
　　　　　　　 者を指定
　　　　　 4月：施設の管理開始
◆応募期限／１月15日（木） 17時まで
◆募集に関するおたずね／
　一覧表の各施設担当課
◆制度に関するおたずね／
　総務課（☎２１－６６０６）

市の施設の指定管理者を募集します
次のとおり、施設の管理運営業務を行う指定管理者を募集します。
＜公募する施設一覧＞

育てよう
一人一人の人権意識

育てよう
一人一人の人権意識

育てよう
一人一人の人権意識

育てよう
一人一人の人権意識

　1948年（昭和23年）12月10日の国連総会で世界人権宣言が採択さ
れて以来、国連では毎年12月10日を「人権デー」と定め、本年で60周
年を迎えます。
　わが国では、世界人権宣言が採択された翌年の1949年（昭和24年）か
ら、毎年12月10日を最終日とする1週間を「人権週間」としています。今
年は、次の強調事項を掲げて、広く人権意識の高揚を呼びかけています。

◎女性の人権を守ろう
◎子どもの人権を守ろう
◎高齢者を大切にする心を育てよう
◎障がいのある人の完全参加と
　平等を実現しよう
◎部落差別をなくそう
◎アイヌの人々に対する理解を
　深めよう
◎外国人の人権を尊重しよう
◎ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等
　に対する偏見をなくそう
◎刑を終えて出所した人に対する
　偏見をなくそう

◎犯罪被害者とその家族の人権に
　配慮しよう
◎インターネットを悪用した
　人権侵害は止めよう
◎性的指向を理由とする差別を
　なくそう
◎ホームレスに対する偏見を
　なくそう
◎性同一性障害を理由とする差別を
　なくそう
◎北朝鮮当局による人権侵害問題に
　対する認識を深めよう
◎人身取引をなくそう

●だれにでも　やさしくできる　ぼくになる
　今市小学校１年　木村　智巳さん

●けしゴムで　消えない一言　その重さ
　塩冶小学校３年　成相　勇希さん

●流されない　うわさや迷信　かげ口に
　四絡小学校6年　岡本　侑平さん

●人任せ　「誰かが止める」じゃ　なくならない
　光中学校3年　荒木　早絵さん

●まず知ろう　差別が　身近にあることを
　上島町　高橋　輝美さん

12月4日（木）～10日（水）は人権週間

●おたずね：
　人権同和政策課（☎22－7508）

第21回隣保館まつり
人権標語特選作品


